
  News Letter  　 
 2022年7月3回号　発行：常総生協広報G 

 2022-23年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 ＼スラムに暮らす⼦どもたちの⾃⽴⽀援にご協⼒下さい／ 
 ⾐類･⽑布･バッグなどの回収のお知らせ 

  みなさまから寄せられた古着は、JFSA（NPO法⼈ ⽇本 
 ファイバーリサイクル連帯協議会）にお渡しします。回収し 
 た古着類は、国内で販売されJFSAの活動資⾦となる分と、パ 
 キスタンの⼦どもたちの学校運営の資⾦に充てるために現地 
 に送られ販売される分に分けられます。昨年は新型コロナ 
 ウィルスの影響で、現地の学校は休校し、医療体制への不安 
 や⼦ども達の⽣活にも⼤きな影響が出ている状況でした。今 
 年の状況ついてJFSAから報告がありましたので、お伝えしま 
 す。 
 できるだけの⽀援をしたいと考えています。ご協⼒をお願い致します。 
 ※この社会活動は、古着を集めるだけではなく、回収した古着の分別のボランティアや、パキスタンへ輸送するためのコンテナ積み込み 

 作業までかかわるところまでが一連の支援となりますが、分別・積み込みボランティアは、コロナウイルスの対応により呼びかけを自粛し 

 ております。収束後には引き続き組合員の皆様に呼びかけてまいりますので、その際はぜひご参加をお願いします。 

 現在、コロナ禍の影響で海上運搬費も前年の３倍に⾼騰し、現地の⽀援活動に影響が出ています。今回 
 は⾐類の回収期間中、「JOSOたすけあい基⾦ ５００２５３番」でカンパを募ります。併せてご協⼒ 
 お願いします。 

 〜皆さんの参加が、現地の⽅の⼀⼈⼀⼈の夢につながっています〜 
 ブシュラさん（写真）の家は、アル・カイールアカデミー本校が⽴つスラム地域に 
 あって、3つの部屋とキッチンのある⼩さな家に両親と9⼈の兄弟姉妹で暮らしていま 
 す。⽗親の仕事は⼩⿃の販売で家の近くに店があります。 
  彼⼥の夢は医者になることです。両親は教育を受けていませんでしたが、彼⼥を励 
 まし続け、⺟親は彼⼥が勉強に集中できるようにできるかぎり助けてくれました。時 
 には蝋燭の灯りで勉強することもあったそうです。「両親はよく私を励ましてくれま 
 した。もし私がアル・カイールアカデミーに通っていなければ、医師になるという⽬ 
 標を持つことはできなかったでしょう。ムザヒル校⻑は私の進む道を整えてくれまし 
 た。」とブシュラさんは⾔います。 
  今は医科⼤学（3年⽣）に通っています。⼤学での研究について彼⼥は「運ぶことが 
 困難な重荷のようで、まるで⾞を押して⼭を登っているように感じることがありま 
 す。でも周りの⼈が亡くなっていくを⾒ると、私は無知のままでいるわけにはいかな 
 いと感じます。」と話してくれました。 
  ブシュラさんの夢が実現すれば、アル・カイールアカデミーから初めて医師になる 
 ⽣徒が誕⽣します。彼⼥は夢に向かって今も困難な道を歩んでいますが、⾃⾝の強い意志と励ましてくれる家 
 族、アル・カイールアカデミーの⽀えが⼒になっています。彼⼥に続く⼦どもたちも将来現れるかもしれませ 
 ん。 

 〇受付期間︓  2022年7⽉11⽇（⽉）〜8⽉12⽇（⾦） 

 〇梱包⽅法 
 ●  シーツなどの⼤きい布で包むか、ゴミ袋などのビニール袋（⼆重にして）や紙袋、⼤きめのバッ 

 グなどに⼊れ、ヒモで⼗⽂字に縛ってください。段ボール箱は使わないで下さい（保管場所の問 
 題があります）。 

 ●  包装は簡単にお願いします。 



 〇回収⽅法    
 1)  供給便での回収 

 a)  あまりにも⼤きい量（⾐装ケース1つ分位の量）の場合は事前に⽣協へご連絡下さい。配 
 達中に持っていけない場合は別便を⽴てて回収していくように致します。 

 2)  ⽣協本部（守⾕）、⼾頭店、城⼭ステーションに持参する。 
 a)  ⽣協本部、⼾頭店→⽉〜⼟の10︓00〜17︓00でお預かりします。 
 b)  城⼭ステーション→⾦曜⽇限定で10︓00〜13︓00でお預かりします。 

 3)  JFSAに送付する。  ※送付の場合は下記へ（JFSAへ直接のお持ち込みは、新型コロナウイルス感 
 染予防のため、現在は中⽌としています） 

 〇送付先 
 〒277-0813 千葉県柏市⼤室176-1 ℡︓04-7110-0984 
 NPO法⼈JFSA東葛センター・常総⽣協 係 

 問い合わせ先︓ 
 千葉市中央区都町3-14-10 ℡・Fax︓043-234-1206（9時〜19時 ⽊曜定休） 
 メール︓  jfsa@f3.dion.ne.jp   ホームページ︓  https://jfsa.jpn.org 
 ※郵便、宅配便でお送りください（配達時間の指定は必要ありません）。JFSAまでの送料はご負担く 
 ださい。 
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 組合員・職員・⽣産者の広場 

 〇キャラメルティー 
 キャラメルティープリーズ  爆買い  させてくださ 
 い。ストック切れています。 

 （つくば市︓Nさん） 
 キャラメルティー(リーフ)については7⽉4回に 
 企画予定です。ぜひご利⽤ください︕     
 （商品部) 

 〇揚げごぼう 
 6⽉2回の遠忠⾷品の「揚げ 
 ごぼう」滅茶苦茶美味し 
 い︕本当にやみつきになり 
 ます。また取り上げて下さ 
 い。 

 （我孫⼦市︓Iさん） 
 「揚げごぼう」については8⽉1回に企画予定で 
 す。ぜひご利⽤ください︕    （商品部) 

 〇⾼橋徳治商店の練り物 
 ⾼橋徳治商店の野菜の⼊っ 
 たおとうふ揚げ（五⽬）が 
 とてもおいしいです。レン 
 チンして、⼤根おろしをそ 
 えて、ぽん酢で頂くのが最 
 ⾼です︕︕「曲がりネギち 
 りめん揚げ」もとても美味しかったです。あり 
 がとうございます。 

 （つくば市︓Ｓさん） 
 「⾼橋徳治商店」のおとうふ揚げについては8 
 ⽉1回に企画予定です。ぜひご利⽤ください︕ 
 （商品部) 

 〇無茶々園のジューシーフルーツ 
 今年も無茶々園の⽟三郎(ジューシーフルーツ) 
 は本当に美味しかったです。また来年も楽しみ 
 にしております。 

 （つくば市︓Yさん） 

 〇Newsletterを読んで 
  ニュースレターを楽しく拝読しました。値上 
 げラッシュの今こそみんなで⽀え合って⽣きぬ 
 いて⾏こう︕︕農薬を使わない苦労がよくわか 
 ります。⼩さな家庭菜園とちがって⽣業として 
 いる⽣産者さんには⼼から敬意を表します。あ 
 りがとうございます︕ 

 （坂東市︓Yさん） 

  いつもありがとうございます。NewsLetter⽥ 
 植え交流会ができるようになった︕報告を明る 
 い気持ちで読みました。常総⽣協さんの様々な 
 実験や社会活動が、豊かな『果』を実らせます 
 ね。 

 （柏市︓Mさん） 

 〇松永さんの宅配「びわ」 
 ・びわの宅配を実家に送り、とてもおいしかっ 
 たと喜んでいました。九州に住んでいますが、 
 びわを買う機会も少ない様でこちらも嬉しかっ 
 たです。ありがとうございました。 

 （つくば市︓Kさん） 

 ・先⽇松永さんのびわが届きました。今まで⾷ 
 べたことがないとても美味しいびわに感動しま 
 した。来年も⾷べたいです。 

 （⽜久市︓Iさん） 

 〜松永農園 松永さんより〜 
  この度はびわのご注⽂を頂きありがとうござ 
 いました。びわは⾮常にデリケートな果実で、 
 ⿃害やスレ・キズに弱い為、1⽟ずつ袋掛けし 
 て⼤切に育てます。また湿気に弱く収獲の適期 
 は3⽇と⾔われています。梅⾬の時期と収穫時 
 期が重なるので、晴れてなるべく乾燥した陽気 
 に⼀気に収穫します。レモンと同じく農薬や化 
 学肥料に頼らず⾃然栽培で育てました。夏を過 
 ぎると、来年に向け 
 てびわの⽊の剪定な 
 ど来シーズンの準備 
 を始めます。来年も 
 「美味しい」と喜ん 
 でもらえるよう努め 
 ていきますので、引 
 き続きよろしくお願 
 いします。 

 （松永農園代表︓松永信彦） 

 〇地産地消・畜産チーム 
 「トンでもない話」は良い企画と思いました。 
 ミートパル村⼭さんへの⾒学会、ぜひ⾏ってみ 
 たい。ぜひ実現してください。 

 （⽯岡市︓Hさん） 

 畜産チームの料理レシピ、参考になります。マ 
 ンネリ気分がちょっとやる気になります。あり 
 がとうございます。 

 （⿓ヶ崎市︓Oさん） 

 〇供給部・担当者Newsを読んで 
 『平イイ話』が⼊っていると「やったー」と 
 思って、いつもより家事をサッサと終わらせ 
 て、座ってゆっくりと読んでいます?ホッとす 
 る私の楽しみの時間になっています♪ 

 （⿓ヶ崎市︓Kさん） 

 ありがとうございます︕今後とも宜しくお願い 
 します。             （平井） 
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 取⼿に被爆ピアノがやってくる︕  
 ＼平和を願うピアノと映画の集い 開催お知らせ／ 

 （映画の概要） 
  原爆を投下された広島で奇跡的に焼け残った「被爆ピアノ」と、被爆2世の調律師として全国 
 に被爆ピアノの⾳⾊を届けている⽮川光則さんの実話をもとに、佐野史郎と「AKB48」の武藤 
 ⼗夢のダブル主演で描くオリジナル映画。 
  昭和20年8⽉6⽇、広島に原爆が投下され、爆⼼地から3キロ以内で被爆したピアノは「被爆ピ 
 アノ」と呼ばれる。被爆2世である調律師の⽮川光則は、持ち主から託された被爆ピアノを修 
 理・調律し、⾃ら運転するトラックに載せて全国を回り、各地に被爆ピアノの⾳⾊を届けてい 
 ます。 
  ⼀⽅、東京で⽣まれ育ち、⼤学で幼児教育を学んでいる江⼝菜々⼦は、被爆ピアノの⼀台を 
 ⺟・久美⼦が寄贈していることを知り、被爆ピアノのコンサートに出かける。そこで⽮川と知 
 り合い、⽮川を通して被爆ピアノや祖⺟のことを考えるようになった菜々⼦は、⾃らのルーツ 
 を探っていく。 
  主⼈公・⽮川を佐野、菜々⼦を武藤が演じる。「レミングスの夏」の五藤利弘監督が、2009 
 年にドキュメンタリー番組の取材で⽮川さんと知り合ったことから企画が⽣まれ、約10年をか 
 けて完成させた作品です。 

 常総⽣協も実⾏委員会のメンバーに参加して、企画の協⼒をしています︕ 

 ▮チケットの販売をしています。 
 組合員区分  チケット名／価格  注⽂番号  備考 

 共同購⼊ 
 ※商品注文同様に受 

 け付けています。 

 お⺟さんの被爆ピアノ（⼤⼈）／1,000円  399001  ・注⽂期間︓7⽉3〜４回 
 ・お届け︓７⽉４回供給時  お⺟さんの被爆ピアノ（⼩・中・⾼校⽣）／800円  399002 

 ⼾頭店  店頭にて受付しています。是⾮店舗スタッフにお声がけください。チケット価格は共同購⼊と同 
 等です。 
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